




また、空中写真の色調を 3 次元点群データに付与し、
専用のビューワーソフトに搭載することで鳥観図として表
現することが可能である（Fig. 5）。視覚的に現況を理解
できることから、関係者との協議や説明等に使用すること
が可能であり、施設整備の理解醸成に役立つことが期
待される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 5: Bird’s-eye view image of 3D dot group data. 
 
さらに任意の断面で 3 次元点群データを抽出、表示さ

せることで、地形の傾斜や樹木の繁茂の様子を把握する
ことも可能である。実際のアクセストンネルの坑口施設の
立地を検討する際に、現地測量を実施せずに任意の斜
面の傾斜を把握することができるため、候補地を効率的
に絞り込むことができると期待される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Figure 6: Cross-sectional image of 3D dot group data. 
 

4. 今後の取り組み 

4.1 岩手県内の森林資源の利活用、林産業の活性化

へ向けた取り組み 
本研究では、UAV 計測により赤色立体地図を作成し、

施設整備において有益な基盤地図となることを実証でき
た。また、UAV 計測により得られた 3 次元点群データは、
施設整備の様々な場面で利活用できると期待された。 

また、赤色立体地図の元データとなったレーザ計測
データは、Fig. 6 に示したように樹木の形状を詳細に把
握できることから、近年、以下の①～⑥に示した森林資
源の解析等に用いられている。その一例を Fig. 7 及び
Fig. 8 に示す。 
 
 

①林相区分図の作成 
②樹頂点の抽出・立木本数の算定 
③樹高の計測 
④胸高直径の推定 
⑤材積の推定 
⑥単木樹木情報（樹高、胸高直径、材積等）の整理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 7: Example of forest type classification using laser 
data. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 8: Example of forest volume estimation. 
 

今後、本研究では、UAV により得られた高精度の 3 次
元点群データを用いてこれらの森林資源解析の実証を
行い、精度の高い森林管理手法に基づいた木材供給シ
ステムの構築や森林経営の健全化へ向けた取り組みに
つなげることで、岩手県内の林産業の活性化に資する
研究を継続する予定である。 
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